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組
合
等
の
動
き（
陶
磁
器
新
作
展
示
会
・
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
紹
介
ほ
か
）　

２
〜
３

海
外
レ
ポ
ー
ト（
オ
ラ
ン
ダ
）　

４　

六
月
の
景
況
調
査　

５

組
合
会
計
ク
リ
ニ
ッ
ク（
退
職
給
与
引
当
金
繰
入
の
税
制
改
正
）　

６

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
の
お
知
ら
せ　

７

事
務
局
だ
よ
り（
新
規
高
卒
者
の
求
人
確
保
・
残
暑
見
舞
広
告
ほ
か
）　

８
〜
９

　

中
小
企
業
の
再
生
を
サ
ポ
ー

ト
す
る「
県
中
小
企
業
再
生
支
援

協
議
会
」が
こ
の
ほ
ど
発
足
し
た
。

　

こ
れ
は
、国
が
全
国
都
道
府
県

に
各
一
ヵ
所
設
置
す
る
も
の
で
、

全
国
各
地
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、

岐
阜
は
全
国
で
三
十
四
番
目
と
な
る
。

　

設
置
場
所
は
、
岐
阜
商
工
会
議
所
（
岐
阜
市
神
田
町
）
で

あ
る
。

　

協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
県

内
の
経
済
団
体
や
金
融
機
関
、

弁
護
士
会
、
信
用
保
証
協
会
な

ど
で
構
成
。

　

設
置
の
目
的
は
、
厳
し
い
経

営
環
境
下
に
お
い
て
、
多
種
多

様
な
事
業
内
容
や
地
域
特
有
の

課
題
を
持
つ
中
小
企
業
の
特
性
を
踏
ま
え
、
岐
阜
県
内
の
中

小
企
業
再
生
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

日
本
の
企
業
の
九
十
九
・
七
％
は
中
小
企
業
。
日
本
経
済

の
基
盤
を
支
え
て
い
る
だ
け
に
、
再
生
は
重
要
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
国
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
体
制
が
で

き
た
。

　

中
小
企
業
は
、
企
業
数
が
全
国
で
四
百
三
十
八
万
社
あ
り
、

業
種
も
業
態
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

特
に
、
岐
阜
県
の
よ
う
に
地
場
に
結
び
つ
い
た
地
域
ほ
ど

き
め
細
か
な
支
援
体
制
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

　

支
援
協
議
会
で
は
、
支
援
業
務
責
任
者
な
ど
の
専
門
家
を

配
置
し
て
、
再
生
に
向
け
た
相
談
を
受
け
つ
け
、
助
言
や
再

生
計
画
の
作
成
な
ど
を
手
助
け
す
る
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
金
融
機
関
や
信
用
保
証
協
会
、
中
小
企

業
関
連
機
関
な
ど
も
連
携
し
複
合
的
な
支
援
を
行
う
。

　

支
援
協
議
会
で
は
、
主
力
銀
行
の
協
力
を
得
ら
れ
る
こ
と

な
ど
を
条
件
に
、
支
援
す
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
。

　

支
援
す
る
場
合
は
、
弁
護
士
、
公
認
会
計
士
な
ど
か
ら
な

る
専
門
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
支

援
す
る
。

　

再
生
が
困
難
な
場
合
は
、法
的

再
建
に
向
け
弁
護
士
な
ど
を
紹

介
す
る
。

　

中
小
企
業
の
場
合
は
、相
談
す

る
と
こ
ろ
も
限
ら
れ
、や
む
を
得

ず
倒
産
に
追
い
込
ま
れ
る
例
が
多
い
。

　

そ
の
た
め
、
事
前
の
対
応
が
早
い
ほ
ど
再
建
の
可
能
性
は

高
い
。

　

金
融
機
関
か
ら
の
借
入
に
多
く
を
依
存
す
る
中
小
企
業

は
、
担
保
余
力
も
無
く
デ
フ
レ
下
の
中
で
、
借
入
金
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ず
苦
慮
し
て
い
る
。

　

再
生
の
た
め
の
支
援
策
の
一
層
の
充
実
と
一
刻
も
早
い

デ
フ
レ
克
服
と
景
気
回
復
が
望
ま
れ
る
。

�
…
�

『
�

』（
平
成
十
五
年
四
月
〜
十
七
年
三
月
）

中
小
企
業
再
生
を
支
援

県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
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土
岐
市
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
連

絡
協
議
会
の
秋
・
冬
新
作
展
「
セ
ラ

ミ
ッ
ク
メ
ッ
セ
土
岐　

ニ
ュ
ー
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
二
〇
〇
三
」
が
、
七
月
二

日
か
ら
二
日
間
、
多
治
見
市
東
町
の

セ
ラ
ミ
ッ
ク
パ
ー
ク
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
で
開

催
さ
れ
た
。

　

こ
の
新
作
展
は
、
昨
年
ま
で
セ
ラ

ト
ピ
ア
土
岐
（
土
岐
市
）
で
開
か
れ

て
い
た
が
、
今
年
は
新
会
場
で
雰
囲

気
を
一
新
し
た
。

　

会
場
に
は
、
市
内
七
地
区
の
陶
磁

器
工
業
協
同
組
合
（
泉
・
土
岐
津
・

土
岐
津
西
部
・
下
石
・
妻
木
・
駄
知
・

　

岐
阜
県
弁
護
士
協
同
組
合
（
由
良

久
理
事
長
）
は
、
七
月
四
日
に
岐
阜

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
『
創
立　
１０

周
年
記
念
祝
賀
会
』
を
開
催
し
た
。

　

祝
賀
会
に
は
、
組
合
員
を
は
じ
め
、

全
国
弁
護
士
協
同
組
合
連
合
会
の
二

宮
忠
理
事
長
、
本
会
の
辻
会
長
も
来

賓
と
し
て
出
席
、
式
典
の
部
の
中
で

感
謝
状
の
贈
呈
も
行
わ
れ
た
。

　

由
良
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
で
は
、

「
失
わ
れ
た
十
年
と
言
わ
れ
て
い
る

肥
田
）
を
構
成
し
て
い
る
百
四
十
二

社
が
出
展
。
食
器
セ
ッ
ト
や
花
器
、

茶
高
炉
な
ど
、
各
社
さ
ま
ざ
ま
な
製

品
を
紹
介
し
、
各
ブ
ー
ス
で
は
開
発

を
担
当
し
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
直
接
、

商
品
説
明
を
行
う
な
ど
、
展
示
会
な

ら
で
は
の
光
景
が
見
受
け
ら
れ
た
。

　

土
岐
津
西
部
陶
磁
器
工
業
�
の
土

本
理
事
長
は
「
厳
し
い
経
済
環
境
の

中
で
各
社
と
も
個
性
的
な
商
品
開
発

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
デ
ザ
イ
ン
や

形
状
な
ど
の
要
素
で
、
女
性
の
活
躍

が
め
ざ
ま
し
い
。
消
費
者
の
方
に
も

商
品
を
見
て
い
た
だ
き
、
そ
の
反
応

を
今
後
の
商
品
開
発
に
活
か
し
た

い
」
と
話
し
て
お
り
、
今
ま
で
以
上

の
組
合
の
活
性
化
が
図
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
瑞
浪
市
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
は
七
月
三
十
日
か
ら
二
日
間
、

秋
か
ら
冬
に
向
け
た
新
商
品
を
提
案

す
る
「
み
ず
な
み
四
季
の
器
展
示
会
」

（
瑞
浪
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
主

催
）
が
開
催
さ
れ
た
。

　

会
場
に
は
、
組
合
員
各
社
が
持
ち

寄
っ
た
食
器
類
を
中
心
に
、
シ
ン
プ

ル
な
造
形
で
、
温
か
い
色
合
い
の
商

品
が
多
く
展
示
さ
れ
て
い
た
。

カ
ー
を
訪
ね
る
「
窯
や
め
ぐ
り
」
な

ど
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
買
物
客
に
美
濃
焼
や

花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
す
る
な
ど
、
訪

れ
た
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

秋
・
冬
の
最
新
作
紹
介

陶
磁
器
の
新
作
展
示
会

　

土
岐
市
肥
田
町
の
道
の
駅
「
ど
ん

ぶ
り
会
館
」
が
七
月
十
九
日
〜
二
十

一
日
の
日
程
で
、
開
館
５
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
ど
ん
ぶ
り
会
館
は
市
が
建
設

し
、
と
き
窯
元
共
販
協
同
組
合
が
運

営
し
て
い
る
。
館
内
は
、
陶
磁
器
の

即
売
展
示
場
や
作
陶
施
設
を
備
え
、

年
間
来
場
者
数
は
五
十
万
人
前
後
と

堅
調
に
客
足
を
確
保
し
て
い
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
マ
グ
カ
ッ
プ
な

ど
の
絵
付
け
体
験
や
、
三
重
、
静
岡

県
な
ど
の
十
二
カ
所
の
道
の
駅
と
の

交
流
物
産
展
、
近
隣
の
十
一
メ
ー

が
、
今
後
の
十
年
は
実
り
あ
る
十
年

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

新
規
事
業
の
開
発
、
Ｉ
Ｔ
利
用
に
よ

る
活
動
領
域
の
拡
大
等
も
検
討
し
、

組
合
の
さ
ら
な
る
充
実
発
展
を
進
め

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

ま
た
、「
長
良
川
の
鵜
飼
」
を
テ
ー

マ
に
、
宮
内
庁
式
部
職
十
九
代
鵜
匠

の
山
下
哲
司
氏
に
よ
る
記
念
講
演
や

鵜
飼
観
覧
が
行
わ
れ
、
出
席
者
か
ら

は
感
嘆
の
声
が
あ
が
っ
て
い
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

県
弁
護
士　

・　

周
年
記
念
祝
賀
会

（協）

１０

ど
ん
ぶ
り
会
館
５
周
年
記
念

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
開
催

�
�
�
�
�
�
�
�
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残暑お見舞申し上げます
岐阜県中小企業団体中央会
会　長　　　辻　　　　正

〒５０１ ‒  ６２５７　岐阜市薮田南５丁目１４番地５３号
県民ふれあい会館　１２階

TEL〈０５８〉２７７ ‒  １１００　FAX〈０５８〉２７３ ‒  ３９３０



　

商
工
組
合
中
央
金
庫
岐
阜
支
店
の

吉
田
明
史
支
店
長
は
、
七
月
十
一
日

付
け
の
人
事
異
動
で
本
店
の
業
務
推

進
部
参
事
役
へ
栄
転
。
そ
の
後
任
と

し
て
東
京
支
店
営
業
第
二
部
長
の
矢

野
周
二
（
や
の　

し
ゅ
う
じ
）
氏
を

岐
阜
支
店
長
に
迎
え
た
。

　

矢
野
新
支
店
長
は
、
昭
和
二
十
八

年
六
月
一
日
生
ま
れ
で
、
昭
和
五
十

一
年
四
月
に
入
庫
。
各
支
店
で
ご
活
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岐
阜
食
品
青
果
協
同

組
合
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）
で
、
卸
売
市

場
の
目
利
き
人
が
目
利

き
し
た
旬
の
果
物
や
野

菜
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

同
組
合
は
、
岐
阜
中

央
卸
売
市
場
に
事
務
所

が
あ
り
、
約
五
百
店
の

小
売
業
者
で
組
織
し
て

い
る
。
毛
利
静
雄
理
事

長
は
「
生
鮮
食
料
品
に

携
わ
っ
て
四
十
年
の
目

利
き
人
が
、
旬
の
食
材

を
選
別
し
て
お
り
ま
す
。

旬
の
食
材
と
い
っ
て
も
、

果
物
に
存
在
す
る
本
当

　

ま
た
、
環
境
問
題
に
考
慮
し
た
土

木
建
設
関
連
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
及
び

研
究
開
発
事
業
等
へ
の
進
出
も
検
討

し
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
の
発
展

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

七
月
十
日
に
国
土
交
通
省
内
で
執

り
行
わ
れ
た
「
平
成
十
五
年
建
設
事

業
関
係
功
労
者
等
国
土
交
通
大
臣
表

彰
」
に
お
い
て
、
羽
島
総
合
建
設
協

同
組
合
（
山
本
孝
理
事
長
）
が
表
彰

を
受
け
た
。

　

今
回
の
表
彰
は
、
設
立
後
二
十
年

以
上
経
過
し
、
業
界
の
発
展
に
功
績

が
あ
っ
た
優
良
団
体
と
し
て
の
受
賞

で
あ
る
。

　

昭
和
五
十
二
年
七
月
に
十
五
組
合

員
で
設
立
。
主
要
事
業
と
し
て
は
、

資
材
の
共
同
購
買
や
建
機
の
共
同
利

用
等
を
展
開
し
て
い
る
。

　

講
師
に
弁
護
士
の
伊
藤
公
郎
氏
を

招
き
、『
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！
売
掛
金

躍
さ
れ
た
後
、
平
成
十
年
三
月
に
本

店
事
業
推
進
部
次
長
に
就
任
、
そ
の

後
、
那
覇
支
店
長
を
経
て
平
成
十
三

年
三
月
か
ら
東
京
支
店
営
業
第
二
部

長
を
務
め
ら
れ
て
い
た
。

�
…
全
国
労
働
衛
生
週
間
「
見
つ
め
て
下
さ
い
心
と
か
ら
だ　

見
な
お
し
ま
し
ょ
う
職
場
環
境
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
厚
生
労
働
省
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
一
日
〜
九
月
三
十
日
（
準
備
期
間
）
十
月
一
日
〜
十
月
七
日
（
本
週
間
）

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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覗いてみませんか？組合ホームページ
目利き人が旬の食材を紹介！
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�羽

島
総
合
建
設
協
同
組
合

に
美
味
し
い
期
間
と
は
一
産
地
十
日

間
ほ
ど
し
か
な
く
、
卸
売
市
場
の
プ

ロ
の
目
で
品
質
と
旬
に
こ
だ
わ
り
、

�
逸
品
�
だ
け
を
逐
次
紹
介
し
て
お

り
ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
岐
阜
大
学
農
学
部
の
前
沢

重
禮
教
授
の
研
究
室
が
糖
度
な
ど
の

品
質
分
析
、
流
通
戦
略
に
加
わ
っ
て

お
り
、
人
間
の
目
と
数
値
化
さ
れ
た

情
報
を
も
と
に
、
最
高
の
旬
の
素
材

を
紹
介
し
て
い
る
。

【
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
】

http://w
w
w
.giseikyou.or.jp/

★
中
央
会
の
Ｈ
Ｐ
を
覗
い
た
こ
と
は

ご
ざ
い
ま
す
か
？
中
小
企
業
施
策
の

案
内
や
組
合
事
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
組

合
Ｈ
Ｐ
や
関
係
機
関
と
の
リ
ン
ク
な

ど
、
お
役
に
た
つ
情
報
が
満
載
で
す
。

是
非
、
ア
ク
セ
ス
頂
き
、
本
会
や
他

の
組
合
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
！

　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
レ

デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
（
加
藤
智
子
会
長
）

は
七
月
二
十
四
日
、
県
民
ふ
れ
あ
い

会
館
で
女
性
経
営
者
懇
談
会
を
開
催

し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

吉
田
前
支
店
長
は
本
店
業
務
推
進
部
へ

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ

豆
知
識
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
懇
談
を

行
っ
た
。
参
加
者
は
、
売
掛
金
に
つ

い
て
の
基
礎
知
識
を
深
め
、
倒
産
対

策
や
小
切
手
の
扱
い
な
ど
に
つ
い
て

学
ん
だ
。

建 設 足 場 事 業 協 同 組 合
理 事 長　青　 山　　　 馥

羽島市 福 寿 町 ６ 丁 目 ２１ 番 地 １
リバティ第一ビル

1〈058〉397-0233　〒 501-6257
FAX 〈058〉 3 9 7 - 0 2 3 7
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

 　オランダは人口１５８０万人程度の小さな国だが、
ＧＮＰは世界１５位にランクする。この国の経済を支
えるのはＧＮＰ（国民総生産）の６０％近くを占める
サービス産業で、ヨーロッパ最大の海の玄関口とし
て発達したロッテルダム港や、ヨーロッパ第４位の
アムステルダム・スキポール空港に象徴される運輸
産業が中心となり、銀行、保険、通信などが重要産
業となっている。一方でチューリップやチーズから
連想される農業はＧＮＰの４％と決して高くはない。
しかし、伝統的な産業から生まれる新しい技術を生
かすのも得意であり、バイオ技術や環境技術などで
も先進的な技術開発を産官学が一体となって積極的
に取り組み、成果を上げている。

○オランダの研究開発
　オランダは小さな国で天然資源も乏しいことから、
知的開発とその応用に関心が高い。企業、大学、研
究機関では年間７０億ユーロもの研究費が費やされ、
６万人もの研究者が新技術の開発と生産効率向上の
ための研究を行っている。
　当国においてはフィリップスやシェル、ユニリー
バなどの多国籍企業が研究開発を牽引しているが、
公的機関である革新センターネットワークなどを通
じて中小企業の研究開発も奨励する。上記研究費の
うち約半分は民間企業が、残り４分の１ずつを大学
と公的研究機関が費やしているが、産官学が一体と
なって研究開発を進める環境が整っている。こう
いったことからオランダの研究開発は極めて実践的
で、医療、食品・種苗、農業、土壌、船舶、航空機、
化石燃料、再生可能エネルギー関連など広範な分野
でハイテク技術が実証され、新たなビジネスを生み
出している。この結果、オランダの中小企業は独自
の技術を持ち、国際的にビジネスを展開する元気な
企業が多い。

○企業のマッチング
　オランダで、こういったハイテク技術を持った同
国の企業と、日本企業をつなげる仕事をしている
CDI　Japan　Insite 社の北村氏に話を伺った。
　同氏が注目するオランダ企業は、バイオテクノロ
ジーや環境などの分野。最近、同社で手がけた事例

では、生産活動によって
汚染された土壌を、簡便
で効率的に浄化するシス
テムを開発したハック
（Hak）社と、その技術
を導入したいという日本
企業６社を、そのノウハ
ウの売買という形でつな
いだ。この技術は、電極
を土中に差し込み電流を
流すことによって土壌中の重金属類や化学物質を無
害化するという革新的な技術である。これはオラン
ダの進んだ環境関連技術と、日本人の健康や生活環
境に対する意識の高さからくるニーズに目を付けた
企業のマッチングである。
　もう一つの事例は、水に関するハイテク技術。低
地王国オランダでは治水、灌漑技術だけでなく、地
下水位が高いことなどから水質浄化に関する技術に
も関心が払われてきた。あるオランダ企業が持つ超
音波による藻の破壊技術に関するマッチングも手が
けた。

○技術交流の提言
　オランダは北欧、ドイツなどと並ぶ環境先進国で
あり、政策として環境規制が非常に厳しい。しかし、
企業はそれをビジネスチャンスとして、中小企業レ
ベルから新技術の開発に積極的である。日本におい
ても今後は企業が環境規制を受け経営の負担になる
事態がますます深刻になると予想される。逆に、こ
れをいち早くクリアする事、またはその技術を持つ
ことが大きなアドバンテージになると捉えて、そこ
に投資することがいかに有意義であるかをオランダ
から学べるのではないだろうか。
　また、北村氏は「日本にも世界に誇れる優秀な技
術を持った中小企業はたくさんあるのに、その技術
を輸出しようという発想が意外に無い。そういった
技術を求めている欧州の企業も多いのでは。」と言い、
大切なのは「キラリと光る技術を持つこと」とも。
　世界に目を向け、同氏の言う“キラリと光るもの”
を持つ企業が技術交流することが県内産業の基盤強
化につながるのではないだろうか。

「オランダ中小企業の海外戦略」

岐阜県オランダ駐在員　村 田 高 広
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で
残
業
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か
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さ
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か
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【
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
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・
岐
阜
県
労
働
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・
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】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

労
働
時
間
の
管
理
の
適
正
化
と
賃
金
不
払
残
業
の
解
消
を
！

　県内中小企業主要業種の景気動向
（６月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

６月景況調査

景
気
動
向
依
然
停
滞

好
転
材
料
見
ら
れ
ず

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△△▲△▲窯 業 原 料
△△△△△○石　 　 灰
▲△△△△▲生　 コ　 ン
▲▲▲▲▲▲砂 利 生 産
▲△▲▲△▲砕 石 生 産
△△△△△○鋳　 　 物
▲▲▲▲▲▲刃物等金属製品 （輸出） 
△○△△△△刃物等金属製品 （内需） 
△△△△△△メ　 ッ　 キ
△△△△△△県 金 属 工 業 団 地
△△△△△△可 児 工 業 団 地
○△△△△○金　 　 型
△▲○△△△電 気 機 械 器 具
▲▲▲▲▲○輸 送 機 器
――――――各種物産品（観　 光）
▲▲▲▲△▲各種物産品（ギフト）
△△△△△△総合卸売業（飛騨地区）
△△△△△△総合卸売業（岐阜地区）
▲△△▲▲▲陶　 磁　 器
○△▲▲○△機械工具・工作機械
△△△△△△青　 　 果
△▲△▲▲▲水　 産　 物
▲△▲▲▲△家 電 機 器 販 売
▲△▲▲▲▲メ ガ ネ 販 売
△○△△▲○中 古 自 動 車 販 売
△△△△△△石 油 製 品 販 売
▲△△△▲▲共 同 店 舗（ 東 濃 ）
▲△▲△▲▲共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
▲△△△△△生 花 販 売

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△△▲△△味 噌 ・ 醤 油
▲▲▲▲△▲豆 腐 製 造
▲△▲▲△▲食 肉 （ 国 産 ）
▲△△▲▲▲菓　 　 子
▲△△▲△▲米　 　 菓
▲▲▲▲△▲酒　 　 造
▲△△△△△製 麺
▲▲▲▲△▲撚　 糸
△△△△△○ニ ッ ト 工 業
▲▲△△△▲毛　 織　 物
△△△△△△合 成 繊 維 織 物
▲△△△△▲メ ン ズ ア パ レ ル
――――――婦 人 ・ 子 供 服
▲△▲△△▲縫　 　 製
△○△○△○製　 　 材
▲▲△▲▲▲銘　 　 木
▲△△▲▲▲集　 成　 材
▲▲▲▲△▲家 具 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲▲▲東 濃 ひ の き
△△△△○○家　 庭　 紙
▲△▲▲△▲特　 殊　 紙
▲▲△▲▲▲紙　 加　 工
△△△△△△印　 　 刷
▲▲△▲▲△プ ラ ス チ ッ ク
▲▲△▲△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
▲△▲▲△▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
△△△▲▲△タ イ ル

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△▲△▲▲▲岐 阜 市 商 店 街
▲▲△△△▲大 垣 市 商 店 街
▲△▲▲△▲多 治 見 市 商 店 街
▲△△▲▲▲恵 那 市 商 店 街
△△△▲△▲高 山 市 商 店 街
▲△△▲△▲車 体 整 備
△△△▲▲▲タ イ ヤ 整 備
▲▲▲▲▲▲長 良 川 畔 旅 館
△△△▲△▲下 呂 温 泉 旅 館
△△△△△△高 山 旅 館
△▲△△△△ク リ ー ニ ン グ
○△○○△○広 告 美 術
▲△△▲▲△情 報 サ ー ビ ス 業
△△△△△△映 像 制 作
△△△△△△飲　 食　 業
▲▲△▲△△ビ ル メ ン テ ナ ン ス
△△△△△▲理 容 ・ 美 容 業
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲▲▲土木・建築（羽島）
▲△▲▲▲▲建 築 （ 各 務 原 ）
▲△▲▲▲▲鉄 構 造 物
▲△△△△▲電 気 工 事
▲△△▲▲▲管 設 備 工 事
△△△▲△▲建 築 板 金
▲▲▲▲▲▲建　 　 具
△▲▲△▲△産直住宅（付知地区）
△△△▲▲▲貨 物 運 送（ 県 域 ）
▲△▲▲△▲軽 運 送

然
警
戒
が
必
要
で
あ
る
。

　

売
上
高
、販
売
価
格
、

収
益
状
況
な
ど
主
要

指
標
に
つ
い
て
は
、前
月

の
マ
イ
ナ
ス
幅
縮
小
の

動
き
と
は
反
対
に
、
今

月
は
全
て
の
指
標
が
悪

化
と
な
り
、
厳
し
い
動

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対
象
に

ま
と
め
た『
六
月
の
特
色
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
六
月
の
特
色
〕
組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小
企

業
の
特
色
は
①
景
況
感
停
滞
②
先
行
き
不
安
感

変
ら
ず
―
と
な
っ
て
い
る
。

　

六
月
の
景
気
動
向
を
前
年
同
月
比
景
況
感
Ｄ

Ｉ
値
で
見
る
と
、
好
転
４
ポ
イ
ン
ト
、
悪
化　

ポ
５９

イ
ン
ト
で
、
前
月
と
同
数
値
の
横
這
い
傾
向
と

な
っ
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
大
き
な
悪
化
傾
向

が
続
い
て
い
る
。

　

前
月
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
に
改
善
し
、
今
月

５５

も
引
き
続
き
こ
の
数
値
を
維
持
し
て
い
る
が
、
業

況
好
転
業
種
は
極
く
一
部
で
あ
り
、
全
般
的
に

先
行
き
不
透
明
感
が
強
く
、
今
後
の
推
移
は
依

向
と
な
っ
て
い
る
。特
に
、
業
況
悪
化
業
種
が
多
い
の
は
、

食
料
品
、繊
維
・
同
製
品
、木
材
・
木
製
品
、紙
・
紙
加
工

品
、窯
業
・
土
石
、建
設
業
で
あ
る
。

　

ま
た
、組
合
か
ら
は
、同
業
者
の
廃
業
、原
材
料
費
等

の
上
昇
を
価
格
に
転
嫁
で
き
な
い
た
め
収
益
状
況
も

厳
し
い
な
ど
の
指
摘
に
加
え
、
公
共
工
事
発
注
の
早
期

化
の
要
望
等
、
厳
し
い
業
況
を
反
映
す
る
意
見
が
多
く

出
さ
れ
た
。

　

一
方
、業
況
好
転
業
種
は
、金
型
、機
械
・
工
具
販
売
、

広
告
美
術
で
あ
る
。

　

全
体
的
に
は
、
個
人
消
費
の
低
迷
、
公
共
工
事
の
減

少
・
民
需
の
停
滞
、
企
業
間
競
争
の
激
化
な
ど
厳
し
い

経
済
環
境
が
続
き
、
中
小
企
業
の
景
況
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
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組合会計クリニック

●退職給与引当金繰入の税制改正について

Ｑ． 平成１４年度の税制改正において、退職給与引当金への繰入額が損金算入できなくなり、今
までの積み立て分を取り崩さなければならないとのことですが、詳しく教えて下さい。

※法人税法上の取り扱い

Ａ． 平成１０年度の税制改正に基づき、退職給与引当金は、累積限度額の要支給額に対する割合
が段階的に引き下げられ、２０％まで縮減する措置が講ぜられてきましたが、平成１４年度の
税制改正において、「退職給与引当金制度」（法人税法第５４条）が廃止されることとなりま
した。

　　　この改正により、退職給与引当金の繰り入れは、平成１３年度の２７％を最後として、以後
の事業年度から、新たな繰り入れを認めないこととなり、また、法人を有する退職給与引当
金勘定の金額については、中小法人（資本金１億円以下の普通法人）及び協同組合は１０年
間、それ以外の法人は４年間で取り崩して益金に算入しなければならないこととなりました。

　　　事業協同組合等の定款では「職員退職給与の引当」として、事業年度ごとに、職員退職給
与に充てるため、退職給与規程に基づき退職給与を引き当てるものとする、と明記されてい

る組合が多いと思われますが、平成１４年度以降は、会計上退職給与引当金を繰り入れても、

税務申告ではこの金額を別表４において全額「加算」の調整を行うこととなります。

　　　平成１４年４月以降に始まる事業年度の退職給与引当金の取り崩し（損金算入してきた部
分について）は、次のように取り扱うことになりました。

　　　中小法人と協同組合等については、１０年間の長期にわたり、１０％ずつの均等額の取り崩
しが認められております。それ以外の法人については「退職給与引当金制度の廃止にともな
い、廃止前の退職給与引当金勘定の金額については、４年間（平成１４年度及び平成１５年度
については、その金額の１０分の３ずつ、平成１６年度及び平成１７年度については、その金
額の１０分の２ずつ）で取り崩す」となり、その取り崩し期間を４年間（平成１４年度・１５
年度・１６年度・１７年度）とし、最初の２年間は３０％ずつ、後の２年間は２０％ずつという不
均衡な取り崩しとなりました。

　なお、上記の処理は法人税法上の取り扱いを述べたもので、退職給与引当金の取り崩しは必

要となります。しかし、組合会計処理上の取り崩しについては、組合の任意となります。

●お問い合わせ

　岐阜県中小企業団体中央会　組織指導チーム
　　　　　　　　　TEL：０５８-２７７-１１０２　　FAX：０５８-２７３-３９３０

　「組合クリニック」は今後シリーズ化をしていく予定です。皆様からの組合運営・会計等に関
し、質問・疑問等がありましたら、テーマとして取りあげたいと思いますので、広報振興チー
ムまで、お知らせ下さい。

�
…
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
十
六
日
〜
十
九
日　
　
　
　
　
　
【
詳
細
に
つ
い
て
の
お
問
合
わ
せ
先
】

　
　

Ｖ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
―
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
編
―　

九
月
十
七
日
〜
十
九
日　
　
　
　
　
　
　

全
国
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
専
門
研
修
セ
ン
タ
ー
研
修
担
当
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�
…
中
央
会
は
、
所
得
補
償
制
度
を
推
薦
し
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
問
い
合
わ
せ
先　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会　

広
報
振
興
チ
ー
ム　

〇
五
八－

二
七
七－

一
一
〇
一

中小企業退職金共済制度～退職金は中退共制度で～

●中退共制度とは……
　昭和３４年に国の中小企業対策の一環として制定された「中小企業退職金共済法」に基づき設
けられた制度です。中小・零細企業においては単独では退職金制度をもつことが困難である実
情を考慮して、中小企業の相互扶助の精神と国の援助で退職金制度を確立し、これによって中
小企業の従業員の福祉の増進と雇用の安定を図り、中小企業の振興と発展に寄与することを目
的としています。

●中退共制度の特色
　○有利な国の助成：掛金の一部を国が助成します。
１．新しく中退共制度に加入する事業主に掛金の１ ／ ２（上限５,０００円）を１年間、国が助成
します。
２．掛金月額（１８,０００円以下）を増額する事業主に増額分の１ ／ ３を１年間、国が助成します。

　○非課税の特典：有利な税法上の特典
　中退共制度の掛金は、法人企業の場合は損金として、また、個人企業の場合は必要経費
として、全額非課税となります。

　○簡単な管理：毎月の掛金は口座振替
　加入後の面倒な手続きや事務処理がなく、管理が簡単です。また、掛金は口座振替で納
付できるので手間もかかりません。

　○退職金は直接従業員へ：機構（勤労者退職金共済機構）から直接支給
　退職金は、機構・中退共本部から直接、退職する従業員の預金口座に振込まれます。
　事業主には、退職金の支払いをお知らせいたします。退職金は一時支払いのほかに、本
人の希望により全部または一部を分割して受け取ることができます。

　○いろいろな通算制度：過去の勤務期間の通算や退職金のポータビリティ
１．過去の勤務期間の通算
２．掛金納付月数の通算（企業転職の場合）
３．特定退職金共済制度との通算

●加入の条件
　加入できる企業

　　（従業員数または資本金のどちらか一方を満たしていれば加入できます。）

●お問い合わせ
　岐阜県中小企業団体中央会　調査労働チーム　TEL：０５８-２７７-１１０３　FAX：０５８-２７３-３９３０

　中小企業退職金共済事業本部　　TEL：０３-３４３６-０１５１（代表）　　FAX：０３-３４３６-０４００
　　　　　　　　　　　　　　　　URL：http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp

資本金・出資金常用従業員数

　３億円以下３００人以下一般業種（製造・建設業等）

　１億円以下１００人以下卸　売　業

５千万円以下１００人以下サービス業

５千万円以下 ５０人以下小　売　業
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岐
阜
労
働
局
の
小
野
晃
局
長
が

「
新
規
高
校
卒
業
者
の
求
人
枠
の
確

保
・
拡
大
」
に
つ
い
て
、
本
会
会
員

に
対
す
る
周
知
・
協
力
に
関
す
る
要

望
書
を
辻
正
会
長
に
手
渡
し
た
。

　

そ
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
。

　
『
雇
用
失
業
情
勢
は
、
有
効
求
人
倍

率
が
低
水
準
で
推
移
す
る
と
共
に
完

全
失
業
率
も
高
い
水
準
に
あ
り
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

　

定
年
等
に
よ
り
退
職
が
予
定
さ
れ

て
い
る
方
々
を
対
象
に
、
退
職
後
の

生
活
の
大
き
な
変
化
に
円
滑
に
対
応

し
て
い
く
た
め
、
よ
り
充
実
し
た
活

力
あ
る
豊
か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と

な
る
よ
う
必
要
な
心
構
え
や
、
知
識
・

情
報
な
ど
を
提
供
し
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

是
非
、
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

【
大
垣
会
場
】
九
月
十
七
日　

九
時

（水）

〜
十
六
時
四
十
五
分　

大
垣
フ
ォ
ー

ラ
ム
ホ
テ
ル
（
定
員
六
十
名
）

【
岐
阜
会
場
】
九
月
二
十
六
日　

九
（金）

時
〜
十
六
時
四
十
五
分　

ウ
ェ
ル
サ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
年
六
月
末
現
在
、

県
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
受
理
し
た
来

春
高
校
卒
業
予
定
者
に
係
る
求
人
は

前
年
同
期
比
一
三
・
七
％
減
少
し
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

学
卒
求
人
手
控
え
の
理
由
に
は
、

即
戦
力
を
確
保
す
る
た
め
高
卒
求
人

か
ら
一
般
求
人
へ
の
変
更
、
先
行
き

不
透
明
感
か
ら
定
期
採
用
を
見
送
る

等
が
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
社
会
に
出
よ
う
す
る
新

規
高
校
卒
業
者
の
期
待
に
応
え
、
意

欲
に
あ
ふ
れ
た
職
業
生
活
が
実
現
で

き
る
よ
う
、
求
人
枠
の
確
保
・
拡
大

に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
の
御
理
解
を

賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
貴
団
体
傘
下

の
会
員
企
業
等
に
も
、
こ
の
旨
御
周

知
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。』

　

ま
た
、
七
月
九
日
に
は
岐
阜
県
教

　

中
部
経
済
産
業
局
の
大
道
正
夫
前

局
長
の
後
任
と
し
て
、細
川
昌
彦（
ほ

そ
か
わ　

ま
さ
ひ
こ
）
新
局
長
が
就

任
さ
れ
、
七
月
二
十
二
日
に
就
任
あ

い
さ
つ
と
し
て
本
会
に
来
会
さ
れ
た
。

　

細
川
氏
は
、
旧
通
産
省
（
現
経
済

産
業
省
）
に
入
省
、
前
職
の
貿
易
管

理
部
長
を
は
じ
め
、
警
務
部
長
と
し

て
山
形
県
警
へ
の
出
向
や
、
ジ
ェ
ト

ロ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
次
長

な
ど
を
歴
任
さ
れ
て
い
る
。

※
参
加
費
＝
六
千
円

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

�
岐
阜
県
雇
用
開
発
協
会

�
〇
五
八
（
二
五
二
）
七
三
五
三

�
�
�
�
�
�
�
�
	



育
委
員
会
の
郷
峰
男
教
育
次
長
が
本

会
へ
来
会
し
、
来
春
高
卒
予
定
者
の

求
人
確
保
の
協
力
依
頼
が
あ
っ
た
。

「
県
内
経
済
の
活
性
化
及
び
地
元
企

業
発
展
の
た
め
に
も
、
将
来
を
担
う

若
い
人
材
の
確
保
に
向
け
、
若
者
が

夢
を
も
っ
て
職
に
就
く
こ
と
が
で
き

る
採
用
枠
の
確
保
・
拡
大
に
つ
い
て

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
旨

の
要
請
が
あ
っ
た
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
若
年
労

働
力
の
確
保
・
育
成
は
重
要
な
課
題

で
す
。
組
合
及
び
組
合
員
企
業
の
皆

様
方
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
十
五
年
度
税
制
改
正
に
お
い

て
、
消
費
税
の
事
業
者
免
税
点
制
度

の
適
用
上
限
が
三
千
万
円
か
ら
一
千

万
円
に
、
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
上

限
が
二
億
円
か
ら
五
千
万
円
に
引
き

下
げ
ら
れ
る
等
の
措
置
が
、
法
人
に

お
い
て
は
、
来
年
四
月
一
日
以
後
に

開
始
す
る
課
税
期
間
に
つ
い
て
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
本
会
で
は
、『
知
っ
て
お
こ
う
！

消
費
税
の
仕
組
み
と
申
告
実
務
』
の

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L-http://w

w
w
.chuokai-gifu.or.jp/

  
 
          
 
 
                    

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokai-gifu.or.jp

      
                  

新
規
高
校
卒
業
者
の
求
人
要
望

岐
阜
労
働
局
長

��������	
�������

ン
ピ
ア
岐
阜
（
い
ず
れ
の
会
場
も
定

員
六
十
名
）

研
修
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

是
非
、
ご
参
加
下
さ
い
！

【
飛
騨
会
場
】
九
月
十
日　
　

高
山

（水）

市
文
化
会
館

【
岐
阜
会
場
】
九
月
十
一
日　
　

県

（木）

民
ふ
れ
あ
い
会
館

【
東
濃
会
場
】
九
月
十
二
日　
　

�

（金）

岐
阜
県
陶
磁
資
料
館

　

い
ず
れ
の
会
場
も
、
午
後
一
時
三

十
分
か
ら
で
す
。

中
部
経
済
産
業
局
長
に

細
川
昌
彦
氏
就
任

定
年
等
退
職
後
の「
生
涯
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー
」参
加
者
募
集

中
小
企
業
組
合
会
計
実
務
研
修
会
の
ご
案
内



　

創
業
を
計
画
中
の
方
、
創
業
後
の

様
々
な
経
営
課
題
に
直
面
さ
れ
て
い

る
方
々
等
を
応
援
す
る
た
め
の
交
流

事
業
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
ふ
れ
あ
い
の
場

Ⅲ
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
内
容
】
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＝
創
業
・

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
よ
る
事
例
発

表
・
意
見
交
換

【
日
時
】
九
月
二
十
四
日
（
水
）
十

三
時
三
十
分
〜
十
五
時
三
十
分

【
場
所
】
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
３
Ｆ

中
会
議
室

【
お
問
い
合
わ
せ
】
岐
阜
県
中
央
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
八（
二
七
七
）一
一
〇
一
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�
…
「
Ｉ
Ｔ
で
拓
く
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
〜
ア
ジ
ア
市
場
の
可
能
性
〜
」
九
月
十
八
日　
　

十
三
時
三
十
分
〜　

県
民
ふ
れ
あ
い
会
館

（木）

　
【
お
問
い
合
わ
せ
】　　

岐
阜
県
産
業
経
済
振
興
セ
ン
タ
ー　

産
業
振
興
部

（財）

　

こ
の
度
、『
岐
阜
県
中
小
企
業
情

報
』
に
お
け
る
「
暑
中
見
舞
広
告
」

（
七
月
号
・
第
五
二
五
号
）
並
び
に

「
残
暑
見
舞
広
告
」（
八
月
号
・
第
五

二
六
号
）
に
多
数
の
ご
協
賛
・
ご
協

力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
本
紙
の
ご

愛
読
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
組
合
の
皆
様
方
の
取

り
組
み
に
等
に
関
す
る
情
報
提
供
も

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
七
月
中
〉

４
日　

岐
阜
県
弁
護
士
�
創
立　

周
１０

年
記
念
祝
賀
会

６
日　

�
岐
阜
県
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ

師
会
藤
井
成
幸
氏
勲
四
等
瑞
宝
章

受
賞
祝
賀
会

８
日　

青
年
中
央
会　

第
３
回
役
員

会
・
ふ
れ
あ
い
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

（
大
垣
フ
ォ
ー
ラ
ム
ホ
テ
ル
）

８
〜
９
日　

東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
事

務
局
代
表
者
会
議（
愛
知
県
）

９
日　

岐
阜
労
働
局
次
長
来
会
（
中

央
会
役
員
室
）

　

日　

東
海
財
務
局
岐
阜
財
務
事
務

１６
所
長
来
会（
中
央
会
役
員
室
）

　

日　

中
部
経
済
産
業
局
細
川
昌
彦

２２
新
局
長
来
会（
中
央
会
役
員
室
）

　

日　

組
合
等
活
性
化
情
報
編
集
委

２３
員
会（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
・

２４
女
性
経
営
者
懇
談
会
（
県
民
ふ
れ

あ
い
会
館
）

　

日　

岐
阜
県
農
業
機
械
商
業
�
岡

２５
野
武
雄
黄
綬
褒
賞
受
賞
記
念
祝
賀

会（
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

　
　

岐
阜
県
電
気
工
事
業（
工
組
）川

田
力
黄
綬
褒
賞
受
賞
記
念
祝
賀
会

（
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

　

岐
阜
労
働
局
に
は
数
多
く
の
助
成

金
制
度
が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

事
業
主
に
対
す
る
制
度
や
創
業
（
起

業
）
す
る
方
に
対
す
る
制
度
な
ど
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
度
ア
ク
セ
ス
し
て
覗
い
て
み
て

下
さ
い
。
お
役
に
た
つ
情
報
が
き
っ

と
見
つ
か
る
は
ず
で
す
！

【
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
】

http://w
w
w
1.biz.biglobe.ne.jp/̃ro

udou/bunyaindex.htm

ご
存
知
で
し
た
か
？　

岐
阜
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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岐 阜 県 砂 利 協 同 組 合
理 事 長　井　 上　 孝　 二

岐阜市東鶉１丁目３１番地の１
1〈058〉273-3300　〒500-8281
FAX 〈058〉 2 7 6 - 1 9 0 1

http://www.chuokai-gifu.or.jp/ken-jari/

木曽三川砂利特定採取協同組合
理 事 長　井　 上　 孝　 二

岐阜市東鶉１丁目３１番地の１
1〈058〉273-3300　〒500-8281
FAX 〈058〉 2 7 6 - 1 9 0 1

　 岐阜県情報産業協会
会　　長　辻　　　　　 正
岐阜市薮田南５丁目 14 番 53 号
岐阜県県民ふれあい会館 12階
岐阜県中小企業団体中央会内

1〈058〉277-1104　〒500-8384
FAX 〈058〉 2 7 3 - 3 9 3 0
http://www.chuokai-gifu.or.jp/gia/

　 岐 阜 県 電 機 工 業 会
会　　長　内　 藤　 哲　 男

岐阜市薮田南５丁目 14 番 53 号
岐阜県県民ふれあい会館 12階
岐阜県中小企業団体中央会内

1〈058〉277-1101　〒500-8384
FAX 〈058〉 2 7 3 - 3 9 3 0

岐阜県食品産業協議会
会　　長　安　 江　 政　 弘
岐阜市薮田南５丁目 14 番 53 号
岐阜県県民ふれあい会館 12階
岐阜県中小企業団体中央会内

1〈058〉277-1102　〒500-8384
FAX 〈058〉 2 7 3 - 3 9 3 0

http://www.chuokai-gifu.or.jp/syokusan/
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この広報紙は岐阜県からの助成を受けています。
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